
































































































































































































































































































































































































雇亙 橘豊・田口守 『晴蛤日記』（桜楓社、 1978年4月）
医圏 犬養廉校注 f鯖蛤日記』（新潮日本古典集成 54、新潮社、 1982年 10月）
医圏 上村悦子 f鯖蛤日記解釈大成第2巻j（明治書院、 1986年 1月）
匿週 今西祐一郎校注『土佐日記鯖斡日記紫式部日記更級日記』（新日本古典文学大系24、
岩波書店、 1989年11月）
置週 木村正中・伊牟田経久校注・訳 『土佐日記鯖蛤日記』（新編日本古典文学全集 13、小学
館、 1995年10月）
⑥このことについては、「「さいはひある人」と「年月見し人j一一『晴蛤日記Jの本文解釈一一」（『解
釈j第56巻第3・4号、通巻653集、解釈学会、 2010年4月）において考察したことがある。
合肘強要旨
村尾誠一氏は、現代語訳 （翻訳）する難しさはどのような点にあるか、また、韓国に韻を踏む詩が
あるかと質問したのに対し、発表者は、前者について、これまでの韓国語訳 『源氏物語』では、作中
の和歌の形式的な部分について、正確に翻訳はされていないという問題点を指摘し、そのため、発表
者が和歌を訳す際には、 三十一文字という形式にこだわり、ある程度の雰囲気が伝わるようにしたと
答えた。後者については、韓国にはないと回答した。
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